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	3D（スリーディー）とは「three-dimensional」あるいは�「three dimensions」の略語であり、�「3次元の」あるいは「3次元」を意味する言葉になります。�3Dで作成したデータは縦、横、奥行のあるデザインになり、�”厚み”の情報が生まれます。
	2Dの図面において問題になるのは奥行（厚み）の情報が無いことが挙げられます。�こちらのだまし絵のように、2Dでは人間の錯覚により�3Dでは実現不可能な図面が生まれることがあります。��設計図において表現する際も�細かい箇所において矛盾が生じることがあります。
	また、3Dは奥行の情報があるため、立体に起こす際に矛盾が生じた場合はエラー表示となります。�そのためせっかく設計した図面が成り立たないという事態を防ぐことが出来ます。
	3Dについて調べていくと様々な専門用語が出てきます。�こちらでは「ソリッド」「サーフェス」「ワイヤーフレーム」について解説致します。��ワイヤーフレームで構成された物体の一例として、先日SNSで話題となった埼玉県の町工場が製作した�「白いペンで描かれたような透明な車」が挙げられます。��
	ここまでは3Dについての説明でしたが、3Dスキャンと3DCADデータについての説明いたします。�
	こういったお問い合わせを多く頂きます。�「変換することは可能ですが、実際に木型・金型として使用するにはデータの修正作業が必要です。」��何故なら…3Dスキャンで得たデータは点群データになります。�点群のデータはそのままでは出力することができないので、3Dプリンターで出力するための修正・加工作業が必要となります。
	こちらはその修正作業について表したイラストとなります。
	スライド番号 8
	メッシュからCADデータに直したものを図で表現をすると�左の状態になります。��ミクロンレベルで起きている事象なため見た目ではわかりませんが、数値上ではこのような状態になっています。��つまり、目に見えないレベルの凹凸が存在しているため、�機械での切削加工が難しく加工しやすくするために�コンピューター上で平坦に直す作業を行います。

